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２．事業の概要（令和２年度の主な取り組み、成果） 

（１）武蔵野大学・大学院

＜概要＞ 

 大学では、これまで毎年度、学長より示されていた年度運営方針を取り込むかたちで中長期計

画の作成を行った。そのため、令和２年度の事業結果では、過年度から取り組んできた案件で複

数の成果をあげることができたが一方で、コロナ禍によって、学外との交流が伴う事業（留学、

フィールド・スタディーズ（ＦＳ）等）においては、計画の中止または縮小を余儀なくされた。

以下に中期計画事業の目標毎の取組、成果を報告する。 

＜目標毎の取組、成果＞ 

１）自己と世界を問う

・全学部学科、研究科でＳＤＧｓの目標を作成し、ブランドビジョン協議会にて教育改革推進会議

構成員と学部長、学科長、研究科長とで内容確認を行った。

・これまでも学長から示されてきた目標である「自学自修時間6時間以上の学生割合」「授業理解度

の割合」が初めて目標値を超えた。コロナ禍によりオンライン授業となったため、自主的に学ぶ環

境が自然とつくられたことも影響していると考えられる。

２）未来の世界を創るcreativeな実践者輩出

・認証評価で指摘されたカリキュラムポリシー（ＣＰ）について、修正内容を検討し、新たなＣＰ

を令和３年度に公開するための準備を行った。

・新規サブメジャーである「ＡＩ活用エキスパートコース」のカリキュラムマップの整備、特設ペ

ージの開設などを行って、令和３年度に開講する準備を行った。

・著名企業400社への就職者数については、本学学生が多く就職する旅行業、サービス業の業績がコ

ロナ禍により厳しい状況となったため、64名に留まった。

・科研費については、コロナ禍においてビデオ説明会を行うなど、獲得に向けた申請サポートを推

進し、目標を上回る件数を獲得した。

３）ＡＩ世界を先導するＭＵＳＩＣ（Musashino University Smart Intelligence Center）

・無線ＬＡＮ、電源の整備については、令和２年度中に計画することとしていたが、学内でオンラ

イン授業を受講する環境を用意する必要が生じたため、急遽予算を確保して、有明・武蔵野両キャ

ンパスで整備を行った。

・ＬＭＳの活用については、コロナ禍でのオンライン授業化で、大きく進んだ。本学で用意したＬ

ＭＳを始めとした様々なコミュニケーションツールを用いて実施する授業が定着した。

４）Global ＆ Universal

・この目標は、コロナ禍の影響を最も受けた結果となり、目標未達となっている事業が多い。

・語学研修やグローバルＰＢＬでは、急遽オンラインプログラムの開発を行い、学生募集を行った

が、参加者は伸びなかった。

・女性研究者の比率は、全学で目標として掲げて採用活動を行い、目標値に到達することができ

た。
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５）MU-GEN（Musashino University GENerations）につながるInfinite Linking

・ＭＵＳＩＣが提供する情報科目を高大連携事業として、武蔵野大学附属千代田高等学院で実施。

77名が大学入学後の単位認定対象者となった。

・認証評価で指摘を受けた通信教育部のＣＰについては、学部、大学院共に適切なＣＰに見直しを

行い、ホームページで公開した。

・100周年事業を機とした卒業生等への情報発信については、校友会連合会のデータベース構築、ホ

ームページの制作を行った。

６）共に５つのチャレンジを実現する学生の安定的な確保

・入学定員を満たす入学者の確保については、年内に実施する推薦系の入試で、志願者が多く、ま

た年明けの一般入試も予定通り実施することができたため、慎重に選抜を行うことで、達成するこ

とができた。

・かねてから大学の目標として設定していた「ＴＨＥ世界大学ランキング日本版」については、令

和２年度に初めてランクイン（150位以内）した。これは、2018年度から実施したグローバルコミ

ュニケーション学科の全員留学の取組が「国際性」の項目で評価対象となったことが大きな理由で

ある（令和２年度は、コロナ禍の影響で全員留学は未実施）。

（２）武蔵野大学中学校・高等学校

・事業計画のうち、重点計画としている「英語四技能への対応と各種試験の研究」に関しては、海

外留学者を中心に CEFR のレベルが上がるなどの効果が見られた。特に高３の生徒は、これらの

強みを活かし難関私立大学に多数合格した。

・生徒一人ひとりの将来を見据えた教育を実践するため、外部企業と連携して行う教育プログラム

ＬＡＭ（Liberal Arts Musashino）では、学校の教科学習とは異なる授業を実施し、生徒の学習

に対する知的好奇心を引き出している。

・atama＋（アタマプラス：数学のＡＩ学習コンテンツ）を活用し、生徒の個々の能力に応じた習熟

度別授業を実施。オーダーメイド学習カリキュラムを提供できるため、弱点の克服や上位学年の

学びの提供など、個々の生徒の能力向上につながった。

（３）武蔵野大学附属千代田高等学院

・従来の６コース体制から、選択と集中による２コース体制への再編と教育力の向上を図るととも

に、新コースにより施設の関係で当初設定していた入学者の確保も達成できた。

・武蔵野大学中学校・高等学校にて先行導入した外部企業と連携して行う教育プログラム（atama＋

等）を千代田高等学院でも展開。 

（４）武蔵野大学附属幼稚園

少子化や近隣地域における保育園増設に伴う応募者減少への対策として、現状と課題の見直しを

行った結果、給食の提供と預かり保育の料金改定について検討することとなった。また、大学附属

園のメリットを活かした課外活動や保護者向け講座等の実施に向け引き続き検討、調整を図る。 
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（５）武蔵野大学附属有明こども園

コロナ禍の中での開園を迎えたが、220 名確保目標（定員 280 名）に対し、園児数 195 名でのス

タートとなった。近隣の居住状況に鑑みれば、３歳児までの定員は充足しており健闘したと言える。

有明地域における確固たる基盤を固めることを目指して、引き続き保護者のニーズを的確に捉えた

教育、育児、支援スタイルを確立していく。 

（６）法人事務局

安定かつ適正な法人運営のため、ガバナンス体制の見直しを図り、執行体制の強化に取り組んだ。 

また、第一次長期計画・第一期中期計画を策定し、事業計画に基づく予算申請、事業執行のプロ

セスを構築した。
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３．令和２年度新型コロナウイルス感染症対策について 

本学では、新型コロナウイルス感染症拡大防止における、令和２年度の対策を以下のとおり行った。 

（１）武蔵野大学・大学院 

①体制

キャンパスへの入構や事務対応の取り扱いを制限することに加え、対面授業開始後はキャンパ

ス入構時にサーマルカメラによる検温と学生証による記録を開始するとともに、オンライン授業

や在宅勤務に必要なツールの整備を支援した。また、年間を通じて大学コロナ対策会議を開催し、

新型コロナウイルス感染症にかかる行動指針やガイドライン等を策定し、学生及び教職員へ周知

した。

②教育

オンライン授業のためのシステムを整備し、４月の３週間をオンライン学修準備期間とし、そ

の後はオンラインでの授業実施とすることで学年暦を変更することなく教育を展開できた（一部、

対面が必要な科目のみ対面授業を実施）。また、学生の海外派遣留学及び協定留学生の受け入れ

は中止した一方で、短期語学研修や GLP海外研修、フィールド・スタディーズの一部をオンライ

ンで実施した。その他、図書郵送貸出、オンラインリファレンス、資料複写郵送サービスの実施

や、通信教育部のスクーリングをオンラインで実施するなど、感染拡大防止下でも教育の質の維

持に努めた。 

③研究

原則として、在宅での研究活動を推奨し、学会の開催を制限するなど、感染対策を講じた一方

で、座席指定の予約制で時間を短縮して大学院自習室を開放するなど、研究活動の停滞を最小化

するよう努めた。 

④学生支援

前期の学費納入期限の延長や学修支援金の給付を行うことで、学生への経済的支援を行った。

就職支援の面では、オンラインによる就職ガイダンスや資格取得対策講座、キャリアアドバイザ

ー面談を実施した。また、オンライン学内コミュニケーションツールの設置や、オンラインでの

大学祭の開催、式典の複数回に分けた実施など、コロナ禍においても学生の帰属意識の醸成に努

めた。 

⑤入試

オープンキャンパス及び通信教育部の入学相談会をオンライン形式で開催した。また面接型入

試をオンライン形式へと変更したことに加え、筆記型入試会場も座席間隔を１m 以上確保し、消

毒、換気を徹底することで受験生が安全・安心して受験できる環境を整えた。 

⑥施設・設備の対応

武蔵野、有明キャンパスでネットワークインフラ環境を更新したことに加え、オンライン授業

実施に伴う各種ツールのヘルプデスクである「ＭＵＳＩＣヘルプデスク」を開設した。また、有

明キャンパス近隣施設にてオンライン受講スペースを確保し、感染対策実施下でも教育の質の維

持に努めた。 
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（２）武蔵野大学中学校・高等学校 

①体制

 緊急事態宣言下では、登校禁止の措置を取り、宣言解除後は、通常または時差登校とすること

で生徒の安全確保に努めた。また、中高新型コロナ対策本部を設置し、対策に関する協議を継続

して実施した。 

②教育

生徒及び教職員貸出用の ICT 端末手配等の準備を行うことで、緊急事態宣言下でも休校するこ

となくオンライン授業を実施した。また、宣言解除後も対面授業とオンライン授業を併用したハ

イブリッド型授業を実施した。学校行事については、中止及び延期や規模を縮小しての開催とし、

部活動や合宿についても、緊急事態宣言発令期間は禁止とすることで感染拡大防止に努めた。入

試については、学校説明会をオンラインで開催し、入学試験においても新型コロナウイルス感染

症対応のための別室準備など対策を行った。その他、生徒の海外留学派遣中止勧告やコロナ禍に

伴う奨学金制度を拡充した。 

③施設・設備の対応

消毒・検温機器の配備や空気清浄器の設置、除菌マットの増設を行った。また、マスクやフェ

イスシールド、医療用防護服、医療用手袋などの購入により感染対策に向けた設備、備品拡充を

行った。 

（３）武蔵野大学附属千代田高等学院 

①体制

千代田管理職会にて新型コロナウイルス感染症対応について審議を行った。令和 2年 6月から

は、清掃仕様を変更し、感染拡大防止に努めた。 

②教育

感染対策のため、学外実習等は中止としたが、オンライン授業の実施や分散登校と短縮授業の

実施、全校生徒へのマスク配布により、教育を継続する中での感染拡大防止に努めた。また、在

宅勤務を行いつつ、グーグルフォームによる問い合わせと電話返答を実施することで、生徒や保

護者との連携を強化できるよう努めた。加えて、オープンスクールや海外留学ミーティング、塾

対象説明会、教員採用説明会をオンラインで開催した。 

③施設・設備の対応

オンライン授業実施のため、Wi-Fi のアクセスポイント増設と一部 Wi-Fi レンタルにより通信

環境の改善を行った。また、各教室にアルコール消毒液と空気清浄機、トイレにハンドウォッシ

ュを配備した。加えて、サーマルカメラシステムと非接触温度計やサーキュレーター及び大型扇

風機の配備など、感染対策に向けた設備拡充を行った。 

（４）武蔵野大学附属幼稚園 

①体制

 緊急事態宣言下は、臨時休園を実施した。宣言解除後は、一時的に分散登園と午前保育を実施

したが、令和 2年 9月以降は通常保育とした。 
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②教育・保育

 １学期はお泊り会をはじめとした幼稚園行事は中止としたが、２学期は密を避けて行事を実施

した。また、休園期間中も園児に向け動画配信を行うことで、感染拡大防止を図るとともに教育・

保育との両立を試みた。 

③施設・設備の対応

 園児が対面で着席する状況を回避するため、４人用対面机の使用を可能な限り避けて、横１列

に着席する３人用机とアクリル板を購入した。また、空気清浄機やソープディスペンサー、アル

コール消毒液ディスペンサーの設置により感染対策に向けた設備、備品拡充を行った。

（５）武蔵野大学附属有明こども園 

①体制

 緊急事態宣言下では、江東区からの要請に基づき、臨時休園を実施した。宣言解除後は、状況

に応じて家庭保育の推奨、1号認定預かり保育及び園外児の一時保育の規模を縮小して実施した。 

②教育・保育

緊急事態宣言下においても、保育が必要な２号・３号認定の家庭への保育は継続して実施した。

宣言解除後は分散登降園の実施に加え、入園式や遠足等の行事は中止、その他行事内容も変更及

び縮小とすることで感染拡大防止に努めた。一部、わくわくプログラムも中止とした一方で、内

容を変更して WEB で実施したり絵本の読み聞かせを WEB で実施する等、感染対策と質の高い教

育・保育の提供の両立に努めた。 

③施設・設備の対応

幼児給食用のパーテーションや職員室への換気用ファンの設置、サーモグラフィ体温計の正面

玄関への設置等、設備の拡充を行った。 

（６）法人事務局 

①体制

緊急事態宣言下は、各キャンパスへの出勤は禁止とし、テレワークによる勤務を原則とした。

宣言解除後は、テレワーク及び時差出勤による勤務を推奨した。

②行事等

感染拡大防止のため、学院行事は中止及び規模を縮小しての開催とした。また、年 10 回開催

が予定されていた日曜講演会もすべて中止とし、後援会行事も中止及び文書またはオンラインで

の実施に変更した。

③施設・設備の対応

フードコート（有明キャンパス）、学生食堂（武蔵野キャンパス）の感染予防対策を実施した。

また、感染予防対策としての清掃対応に加え、アルコール消毒液や入構時検温対応のためのサー

マルカメラを設置拡充した。さらに、教職員のための PCR 検査キット購入及び実施費用の補助

も実施した。
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